
1大阪淀屋橋・適塾 2019-04-17撮影



2

企業と雇用システム

雇用の多様化と正規・非正規雇用

高田好章

第４回

２０１９年５月２日



◎今回のテーマ
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正規雇用と非正規雇用について考えます。
雇用の多様化が叫ばれている現在、
正社員や契約社員、パート・アルバイト、

さらに派遣労働者、様々な形態で労働者が働いて
います。

雇用の流動化・不安定就業といわれる中、
産業構造の変化とグローバル化が
どのように働く人の雇用に変化を
もたらしているのか、取り上げます

雇用の多様化と正規・非正規雇用
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就業者の状態

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より
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就業者の状態

・自営業者・家族従業者：
３０年間で８００万人減少 → 雇用者へ
規制緩和：小売業：大規模店舗法廃止（２０００年）

・正規労働者：
１５年間で５５０万人増加、９７年ピーク
その後の減少で、 ２０１２年にもとに戻る

・非正規労働者：
３０年間で１３００万人強増加
特に、９７年以降 ７８０万人増加

※「就業構造基本調査」による
「就業構造基本調査」：５年に１回：調査項目詳細：１００万人
「労働力調査」：毎月調査：上記より項目少ない：４万人
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2019-04-27朝日新聞



72019-04-28日経新聞
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非正規労働者とは

雇用期間：有期、勤務時間：短時間
のいずれか： 不安定な雇用状態

正規労働者 ⇔ 非正規労働者
１）雇用期間：

期間の定めない雇用 ⇔ 有期雇用・短期雇用
２）勤務時間：

フルタイム ⇔ 短時間
※２つのいずれか

３）直雇用（「直接雇用」） ⇔ 外部雇用（「間接雇用」）
も最近は入ってくるかも？



9

日本の労働力構成

太田聰一・橘木俊詔編『労働経済学入門』』より
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働き方の基準

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より
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働き方の基準

安定した雇用とは：
座標軸
縦軸：相対的に高い賃金 ⇔ 失業・低賃金
横軸：長時間・過密労働 ⇔ ゆとりある安全な働き方

左方向へ：働きすぎ 下方向へ：不安定化

横の壁：雇用・賃金の基準
縦の壁：労働内容・安全の基準

労働基準：法制度・労働協約、実効性あるものに：
監督制度・労働組合の力量（規制力）
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雇用形態の現状

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

大企業正社員

フルタイム非正規

中小企業正社員

自発的短時間パート

ディーセントワーク

名ばかり正社員

日雇い派遣
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雇用形態別の人数

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より
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・１年以内の新規就業者・転職者での非正規率：６０％へ
伍賀一道・脇田滋・森﨑巌編『劣化する雇用』より

非正規が当たり前の時代
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非正規が当たり前の時代

・雇用者の３８．２％（２０１２年） ４割へ
非正規が当たり前の時代になる：

・「自発的選択型」から「やむをえず型」へ
※非正規の仕事しか見つからない：６０％

・パートが一番多い、次にアルバイト、派遣

・家族のなかに、誰かひとりは非正規
中には全員が非正規
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非正規の年間所得

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

・２００万円未満層：
低所得層
非正規の４分の３：
７５％になる
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非正規の長時間労働・低賃金

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

１０年後の２０１２年：週６０時間以上働いても、
２００万円未満層・３００万円未満層の割合が増加
・低賃金であるから
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女性の年間所得

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

・２００万円未満層：
低所得層のうち

特に
女性の非正規
８４．３％正規雇用

非正規雇用
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非正規の長時間労働・低賃金

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

男性：１３８８円
女性：１１５４円
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非正規の長時間労働・低賃金

・非正規における男女格差：

男：ピークの１３８８円で
年間２０００時間 年収２８０万円
過労死水準の３０００時間で４００万円を超える

女：２０００時間で２００万円余
シングルマザーでのダブルワーク、トリプルワーク

・同一労働（同一価値労働）同一賃金原則がない
日本の固有の特徴
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〇非正規： ２割食事回数を減らす

2016-01-19日経新聞
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自立型非正規雇用が多数派に

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

・主な収入源：
自立型非正規が
大多数になる：
・非正規
自分自身の収入

だけで暮らす人が
半数を占める
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働き方の貧困・ブラック化する労働

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

※労災補償状況：非正規でも精神障害が１割を占める
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深夜に働く労働者の増加

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

※４％～５％が深夜に働く
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入職・離職の高い業種

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

※サービス業：
半年で１２～１７％→２年で半分が入れ替わる
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・グローバル化：
海外との競争、海外生産からの圧力

・女性の社会進出：
家庭内（家事労働・内職）から出る
※サービス産業の増加

・自営業者・家族従事者の減少：
雇用者への転換

・産業構造の変化：
工業からサービス産業への変化

・技術革新：
非熟練労働者でも可能な作業：熟練解体

なぜ、非正規労働者が増えたのか
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今週のビデオ

映画 『あゝ野麦峠』
１９７９年

・監督：山本薩夫
・主演：大竹しのぶ

ダイジェスト版
約１６分
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〇新しい日本的経営のめざすもの
日経連『新時代の「日本的経営」』１９９５年

森岡孝二『雇用身分社会』より

Ａ：長期蓄積能力
活用型グループ

Ｂ：高度専門能力
活用型グループ

Ｃ：雇用柔軟型グループ
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・階層構造：雇用のポートフォリオ
Ａ：長期蓄積能力活用型グループ
長期雇用契約
月給制か年俸制、昇給あり、退職金・年金あり

Ｂ：高度専門能力活用型グループ
有期雇用契約
年俸制、昇給なし、退職金・年金なし

Ｃ：雇用柔軟型グループ
有期雇用契約
時給制、昇給なし、退職金・年金なし

〇新しい日本的経営のめざすもの
日経連『新時代の「日本的経営」』１９９５年
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「名ばかり正規雇用」：
「名ばかり正社員」「周辺的正社員」の拡大

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

名ばかり正規雇用
名ばかり正社員
※周辺的正社員
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正規雇用：
１）無期雇用 ２）直接雇用 ３）フルタイム就労
２０１２年の就業構造基本調査：２５７万人
・雇用期間が限られているものが、
正規の職員・従業員と呼ばれている場合があること判明：
・期間の定めがある ＋ 分からない
・雇用契約を取り交わしていない：
雇用契約期間が分からない
・定昇なし・ボーナスなしの求人
※正規と非正規の境界があいまいになっている

「名ばかり正規雇用」：
「名ばかり正社員」「周辺的正社員」の拡大
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○一般労働者と標準労働者：
・常用労働者：期間定めず、１カ月超える、１８日以上
・「一般労働者」：常用労働者のうち、
短時間労働者でないもの：
一応、長期雇用を歩んでいるもの

・「標準労働者」：学校卒業後、直ちに企業に就職し、
同一企業に継続勤務しているとみなされる労働者
※日本的雇用慣行：終身雇用（長期雇用）のレールに
乗っている労働者

現在は、「標準労働者」の比率が減っている
「一般労働者」の４割～３割

正規雇用・正社員の変化と新型・日本的経営

日本的雇用慣行：その後 → 形骸化

※「一般労働者」「標準労働者」は伍賀一道氏による造語
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「標準労働者」の比率が減少： ５～６割 → ３～4割

「標準労働者」の減少

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

定年延長
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「標準労働者」：女性は２割から３割

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

「標準労働者」は特に男性労働者



35

〇正社員の分化

2016-09-28朝日新聞
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〇正社員の分化

2016-08-10日経新聞
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〇正社員の分化

2016-07-29日経新聞
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・「限定正社員」の登場
各社が次々と導入している：
勤務地・勤務時間を限定

例：
・レストランさと： 限定正社員制度：

勤務時間を限定：給与時給・無期雇用、店長にも
・ダスキン：勤務地限定・無期雇用、賞与・退職金
・りそなＨ：スマート社員：勤務時間限定・時短勤務
・イオン：地域社員を幹部に、店長ＯＫ
・すき屋：全店長を地域正社員と契約社員に置き換え

〇正社員の分化
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2016-02-05日経新聞

〇正社員は「無限定」か
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〇正社員は「無限定」か

「もっとも非正規労働者が皆、正規化を望むわけ
ではない。正社員となれば長時間労働や転勤な
ど会社に拘束され、無限定の働き方を求められ
る」 2016-02-05日経新聞 コラム

※正社員ははたして、「無限定」か
・長時間労働：これを前提することこそ問題
・転勤：同意しない場合・裁判

・会社に拘束：自由はないかのように、契約関係
で「全て」ではない
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〇「正社員・増加」という報道について

2015-12-07日経新聞
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〇「正社員・増加」という報道について

2016-02-17日経新聞



432019-04-26日経新聞(夕)

正社員の求人倍率９年連続上昇・高水準
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・若者の正社員 増える
日経新聞：２０１５－１２－０７：

・正社員 ８年ぶり増
日経新聞：２０１６－０２－１７：

・人出不足というが
「限定正社員」採用の影響が大きい

〇「正社員・増加」という報道について
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・雑誌記事検索（国会図書館）： １９７７年、１９７９年

浜口武人「正社員でなくてもこんな権利がある」『労働運
動』１９７９年４月

・『労働白書』初めての使用 １９８０年：
「女子労働者増加の実態と背景」の章
パートタイム労働者と対置で、
一般労働者を正社員と呼ぶ：一般社員と正社員が等値

・１９７０年代後半から１９８０年代初め：
パートタイム労働者・パート社員との対比で使用される

○「正社員」という用語：

森岡孝二『雇用身分社会』より
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・朝日新聞で検索：
１９２０年にあるが、一般に普及せず
１９６４年あたりから１９７０年に飛ぶ
１９８０年代から徐々に登場、
２００１年以降：ほぼ毎日（１日１本として）

・読売新聞で検索：
１９３７年、１９５２年に出現
２００２年以降から毎日

・２００１～２００２年ごろにマスコミに普及した

○「正社員」という用語：

小倉一哉『「正社員」の研究』より
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働き方の基準

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より



48

雇用形態の現状

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より
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雇用形態のそれぞれが呼び方：
歴史的背景・その時の経済情勢に左右される

縦の壁：雇用状態の変化の防波堤
下へ：失業・低賃金 上へ：安定雇用

横の壁：働き方の変化の防波堤
左へ：長時間・過密・危険 右へ：ゆとり・安全

正社員・正規雇用・非正規雇用という働き方
それぞれの仕切りは低くなっている
また、別の仕切りが出ている

○雇用形態の多様化
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本日はここまでです
ありがとうございました


